
 

先に実施しました公開講座「光明池セミナー」について、下記のとお

り報告します。また、あわせて参加いただいた皆様、運営にご協力をい

ただいた皆様に心よりお礼申しあげます。 

 

 

１ 第 1６回光明池セミナーの概要  

日 時  令和３年 11 月１３日（土）午後２時から４時 30 分 

形 態  Web 開催（Web 会議システム「Zoom」を使用） 

対 象  府民、府内の幼稚園、小学校、中学校、高等学校の教職員 

及び保護者、教育関係者、病院関係者 

 内 容  テーマ「小児循環器系疾患」 

  

(１)講演Ⅰ「小児の心疾患～生活指導に役立つ病態のお話し～」 

大阪母子医療センター小児循環器科 主任部長 萱谷 太医師 

   小児の心疾患には川崎病、心筋疾患、先天性心疾患があり、どれ

にも不整脈が伴うという説明があった。特に先天性心疾患はその疾

患の場所により様々な病名がつくが、何より修復状態が重要で、今

どういった状態であるかを理解することが大切というお話があった。 

 

(２)講演Ⅱ「不整脈・アブレーション・AED」 

大阪母子医療センター小児循環器科 副部長  青木寿明医師 

   新型コロナ感染症予防のために AED の使用方法に変更があった点
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や、ためらわずに AED を使用することにより心肺が蘇生する確率が

上がることなど、日常生活で起こり得る場面を想定した丁寧な解説が

あった。また心肺停止は１０歳～１９歳では運動中に多いが、発見が

早いため後遺症が少ないというお話があった。 

  

 

 

２ アンケート結果報告  

 ・参加者について 

  ７２名の参加があった。アンケート回収(４３名)  

回収率６０％ 

(１)校種・職種 

小学校 中学校 
高等 

学校 
大 学 

支援 

学校 

養護 

教諭 
医師 看護師 栄養士 薬剤師 未回答 合計 

５ ０ ０ 1 １2 6 １ 9 1 １ ７ ４３ 

 

(２)講義内容について 

（アンケートは４点法で集計。平均２．５点以上が肯定的評価である。）  
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３ 考察とまとめ 

(１)図２では、どの項目についても 3.５を超えており、好評であった。 

(２)初めてのweb開催となったが、多くの方にご視聴いただけた。web

だと参加がしやすいというご意見も多数あった。ただし web 設定

に関しては講義中の不具合も見られ、更なる改善が必要であると考

える。 

(３)今回、著作権の関係から講演資料は配布できなかったが、今後また 

web 開催となった場合には、可能な限りの資料を準備する方法を

考えていく必要がある。 

 

図２ 


